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１．研究計画の概要 
本研究では、熱帯雨林保全の重要な鍵と

して、森やその周辺に住む先住民が長い時
間をかけて暮らしのために創りあげてきた
「熱帯里山」に注目する。熱帯里山の管理
をめぐっては、先住民、政府、開発企業、
NGO などさまざまなステークホルダーが
みられる。インドネシアおよびマレーシア
の４つの調査サイトにおいて、ステークホ
ルダー間の利害関係について比較研究をお
こない、熱帯里山のガバナンスに必要な条
件について導き出すことを目指している。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)熱帯里山概念の整理：里山とは元来、日本
における土地利用の概念である。そこで、初
年度には、熱帯における類似した概念の有無
を調べ、「熱帯里山」をどのような意味合い
で使用するのかを検討した。その結果、「熱
帯里山」概念を明確にするためには、日本の
里山との比較検討が欠かせないことから、日
本も調査対象に加えることとした。 
(2)インドネシアでは、東カリマンタン州およ
び中スラウェシ州、マレーシアではサラワク
州およびヌグリスンビラン州に調査地を設
定し、地域住民と「里山」の利用の関係を調
査した。その結果、熱帯雨林気候下の森林で、
先住民が暮らす環境下であっても、政策、地
域住民、森林開発の状況によって「里山」管
理の状況はかなり異なることが分かった。東
カリマンタンでは、地方分権化を背景にプラ
ンテーション開発が大きな影響を及ぼして
いる。中部スラウェシでは、宗教や保護区か
らの移動と稲作儀礼との興味深い関係がみ
られる。サラワクでは、都市の発達により村

落からの人口流出が進み、人口減少・高齢化
の兆しがみられる。ヌグリスンビランでは、
外の人々を取り込んだエコトゥーリズムを
森林管理に取り込んでいた。 
(3)3 年目の昨年度は、学会発表や成果公表の
機会を増やし、議論を進めることにより、熱
帯里山概念の明確化を目指し、最終年に向け
統合化された成果の発信の準備を進めた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

当初設定した 4つの調査サイトでの現地調
査は順調に進行していることに加え、比較検
討のために日本の里山研究を加えたことに
より、より充実した熱帯里山に関する考察を
加えることができる。最終年度に向けてイン
パクトのある統合化された成果公表を計画
している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 23年度が最終年度であるため、最終的な調
査に加え、まとめのための研究会および成果
発表に重点をおく。英文学会誌で特集を組む
ことにより、国際的・学術的によりインパク
トのある成果を発信する。 
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